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第４回県北地域和牛共進会！（関連記事は８ページに掲載しています。）

●�定例農業委員会の開催日は原則として

毎月27日です。

●�農地転用申請受付期間は、原則として

毎月８日から14日までです。

●�農地に関する相談事は、地元農業委員

または農業委員会事務局へお尋ねくだ
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新
年
の
ご
挨
拶

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

農
家
の
皆
様
方
に
は
、
さ
わ
や
か
な
新
年
を
お

迎
え
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
大
変
な
経
済
不
況
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る

産
業
に
深
刻
か
つ
大
き
な
影
響
が
出
ま
し
た
。
農

業
分
野
に
つ
き
ま
し
て
も
事
故
米
の
事
件
を
は
じ

め
、
相
次
ぐ
食
品
偽
装
事
件
や
、
燃
油
高
騰
に
よ

る
生
産
資
材
や
食
料
品
等
、
あ
ら
ゆ
る
物
価
の
価

格
高
騰
へ
と
つ
な
が
り
社
会
不
安
が
大
き
く
増
大

し
ま
し
た
。
輸
入
食
料
品
に
対
す
る
食
の
安
心
、

安
全
の
管
理
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
、
輸
入
食
料
品

の
信
頼
を
大
き
く
失
墜
さ
せ
、
食
に
対
す
る
認
識

の
大
切
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
国
内
自
給
率
を
高
め
る
こ
と
の
必
要
性
を

多
く
の
国
民
が
認
識
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
の
農
政
の
こ
こ
数
年
の
議
論
と
し
て

荒
廃
農
地
の
問
題
を
始
め
と
す
る
農
政
の
全
般
的

な
議
論
と
し
て
、
農
地
の
有
効
利
用
と
食
料
自
給

率
向
上
、
そ
の
担
い
手
対
策
、
農
地
の
集
積
と
荒

廃
農
地
の
現
状
に
即
し
た
地
目
の
変
更
、
農
業
者

年
金
と
荒
廃
農
地
発
生
の
関
係
な
ど
、
議
論
が
さ

れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
い
よ
い
よ
本

年
は
農
地
制
度
の
改
正
を
含
め
て
、
所
有
と
利
用

を
分
離
し
て
、
農
地
の
有
効
利
用
が
促
進
さ
れ
る

よ
う
な
所
要
の
手
続
き
が
取
ら
れ
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
年
２
月
中
旬
よ
り
移
動
農

業
委
員
会
を
９
地
区
域
に
お
い
て
開
催
す
る
事
と

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
合
併
し
て
３
年
が
経
過
し
、

こ
の
３
月
は
改
選
期
を
迎
え
ま
す
。
残
さ
れ
ま
し

た
任
期
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
農
村
集
落
の
伝

統
を
守
り
生
命
産
業
を
担
う
農
業
者
と
し
て
、
意

欲
を
持
っ
て
農
業
に
励
む
事
の
出
来
る
農
業
環
境

を
作
る
た
め
に
農
業
者
の
代
表
機
関
と
し
て
、
委

員
、
事
務
局
職
員
一
同
力
を
合
わ
せ
農
業
委
員
会

と
し
て
の
諸
活
動
に
努
力
し
て
参
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
農
業
委
員
会
活
動
に
対
し
ま
し
て

の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
本
年

が
農
家
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
豊
か
で
よ
り

良
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
農
業
委
員

　
　
今
福
地
区

	

太
田　

勝
義　
　

﨑
田　
　

隆

	

田
中　

晴
美　
　

山
本　
　

茂

　
　
調
川
地
区

	

井
元　

末
廣　
　

萩
原　
　

茂

	

宮
﨑　

敏
和

　
　
志
佐
地
区

	

木
原　

勇
一　
　

久
保
川　

久

	

戸
山　

政
行　
　

松
永　

逸
男

　
　
上
志
佐
地
区
　

	

浦
上　

文
雄　
　

城　

銀
次
郎

	

新
見　
　

久　
　

松
本　

忠
俊

	

村
田　

寛
典

　
　
御
厨
地
区
　
　

	

岩
木　
　

功　
　

田
中　
　

晉

	

松
田　

守
幸　
　

森　

興
太
郎

	

山
川　

重
晴　
　

吉
元　

政
弘

　
　
星
鹿
地
区

	

浦
田
啓
四
郎　
　

川
上　

博
昭

	

田
口　

貴
久　
　

増
山
サ
ヱ
子

　
　
鷹
島
地
区

	

大
石　

徹
麻　
　

川
下　
　

實

	

山
内　

重
則　
　

山
本　

鉄
美

	

吉
田　

政
明

　
　
福
島
地
区

	

志
水　

堅
治　
　

田
中
サ
ナ
エ

	

田
中　

裕
志　
　

永
田　
　

博

	

前
田　

巌　
　
　

松
本
ト
シ
コ

松浦市農業委員会

会長　木 原 勇 一

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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年
頭
の
ご
挨
拶

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
希
望

に
満
ち
た
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
市
政
各
般
に
わ
た
り
、
皆
様
の
温

か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
を
ふ
り
返
り
ま
す
と
、
食
の
安
全

に
関
す
る
問
題
、
原
油
価
格
の
高
騰
、
金
融
危
機

の
拡
大
、
雇
用
不
安
の
問
題
な
ど
、
特
に
年
末
に

か
け
て
大
変
厳
し
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

本
市
に
と
り
ま
し
て
は
、
台
風
等
に
よ
る
大
き

な
災
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
原
油
価
格
や
原
材

料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
経
営
コ
ス
ト
の
上
昇
、
イ

ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害
な
ど
、
農
家
の
皆
様

に
は
ご
苦
労
の
多
い
一
年
で
は
な
か
っ
た
か
と
存

じ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お
い
て
は
皆
様
方
の

ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
昨
年
六
月
に
見
直
し
を

行
っ
た
母
う
し
増
頭
事
業
を
は
じ
め
、
農
地
利
用

促
進
事
業
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事

業
、
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
、
一

定
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

地
産
地
消
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
五
月
の
組
織

機
構
改
革
に
伴
い
、
農
林
課
内
に
専
任
職
員
を
配

置
し
「
地
産
地
消
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
強
力
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
集
落
営
農
の
推
進
、
耕
作
放

棄
地
の
発
生
防
止
と
解
消
対
策
、
農
地
の
有
効
利

用
、
優
良
農
地
の
活
用
と
集
積
に
向
け
た
認
定
農

業
者
の
確
保
と
掘
り
お
こ
し
な
ど
に
、
生
産
者
組

織
を
は
じ
め
、
な
が
さ
き
西
海
農
協
、
県
北
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
を

更
に
深
め
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
事
業
と
し
て
は
、
特
に
、
耕
作
放

棄
地
対
策
と
し
て
、
平
成
二
十
年
度
ま
で
に
把
握

し
た
放
棄
地
を
、
そ
の
状
態
に
よ
っ
て
「
山
林
・

原
野
」
へ
戻
す
も
の
と
、
農
地
と
し
て
復
旧
し
て

い
く
も
の
に
分
類
し
、関
係
機
関
で
組
織
す
る
「
松

浦
地
域
農
業
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
」
を

通
し
て
、
農
地
の
復
旧
の
た
め
の
方
策
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
新
生
松
浦
市
と
し
て
、
四
年
目
を
迎

え
ま
す
。
総
合
計
画
に
掲
げ
る
「
次
代
を
は
ぐ
く

む
産
業
創
造
都
市
ま
つ
う
ら
」
の
実
現
に
向
け
て
、

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
更
な
る
振
興
を

図
っ
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
ど
う
か
本
年
も
農
政

の
推
進
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
平
成
二
十
一
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
、
す
ば
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

松浦市長

友 広 郁 洋
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「
声
」

　

月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
今
年
も
も
う

１
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
過
ぎ
去
る
年
、
来
る
年
、

変
わ
り
な
い
よ
う
に
見
え
る
年
月
で
す
が
、
年
々
、

変
わ
り
つ
つ
あ
る
農
業
と
感
じ
る
近
頃
で
す
。

　

私
は
建
設
業
を
し
な
が
ら
、
百
姓
を
す
る
兼
業

農
家
で
す
。
親
の
代
か
ら
譲
り
う
け
た
農
地
を

守
っ
て
い
ま
す
が
、
自
分
の
代
に
な
っ
て
か
ら
は
、

米
作
り
も
縮
小
し
ま
し
た
。

　

昔
は
、
ど
こ
の
農
家
も
家
族
総
出
で
田
植
え
を

し
、
稲
刈
り
を
し
、
豊
作
を
祝
っ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
現
在
は
農
業
を
営
む
人
達
の
高
齢
化
も

進
み
、
先
々
へ
の
不
安
も
大
き
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
「
十
年
先
を
見
ろ
」
と
、
い
つ
も
父
が
言
っ
て

い
た
口
癖
を
思
い
出
し
ま
す
。
父
は
十
年
先
を
見

て
新
し
い
物
を
取
り
入
れ
る
と
い
う
意
味
で
使
っ

て
い
ま
し
た
が
、
十
年
先
、
希
望
ば
か
り
で
は
な

い
の
が
現
状
で
す
。

　

最
近
の
農
業
は
お
金
が
か
か
る
機
械
化
が
進

み
、
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
赤
字
に
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
の
上
、
イ
ノ
シ
シ
ま
で
追
い
討
ち
を
か
け
る
始

末
。
行
く
末
が
心
配
の
種
で
す
。

　

荒
れ
ゆ
く
農
地
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
み
見
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昔
の
人
に
言
わ
せ
る

な
ら
「
も
っ
た
い
な
か
！
」
と
言
わ
れ
る
で
し
ょ

う
。

　

こ
ん
な
時
代
で
す
が
、
ど
う
に
か
頑
張
っ
て
い

る
の
は
、
や
は
り
、
実
り
が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

遠
く
離
れ
て
暮
ら
す
子
ど
も
達
も
新
米
を
食
べ
、

喜
ん
で
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
の
味
を
懐
か
し
く
思

い
、
励
み
に
し
て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。
不
安
と

反
省
の
日
々
で
す
が
、
そ
ん
な
希
望
を
持
ち
、
今

後
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

農
家
の
生
活
は
、
食
べ
る
に
は
事
欠
き
ま
せ
ん

が
苦
し
い
限
り
で
す
の
で
、
専
業
農
家
は
少
な
く

な
り
、
兼
業
農
家
が
増
加
し
て
い
る
様
で
す
。

	

（
農
業
委
員　

田
中
晴
美
）

今
福
町
坂
野
免

坂
口
良
雄

松
浦
市
農
業
者
年
金

受
給
者
協
議
会
視
察
研
修

　

松
浦
市
農
業
者
年
金
受
給
者
協
議
会
（
会
長
・

松
本　

久
）
で
は
、
平
成
20
年
11
月
17
日
か
ら
18

日
ま
で
の
２
日
間
、
雲
仙
・
熊
本
方
面
で
研
修
旅

行
が
行
わ
れ
、
71
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

雲仙・仁田峠にて
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許
可
な
く
農
地
を
転
用
す
る
行

為
は
農
地
法
違
反
で
、
厳
し
い
罰

則
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　

農
地
等
の
権
利
取
得
の
効
力
を
生
じ

な
い
だ
け
で
な
く
、
県
知
事
は
工
事
の

中
止
、
原
状
回
復
を
命
ず
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
違
反
し
た
場
合
は
、
三
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
百
万
円
以
下
の

罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

農地パトロール風景

やめよう！農地の無断転用

平成20年度移動農業委員会日程表

下記日程で、移動農業委員会を開催いたします。

・耕作放棄地全体調査の経緯と今後の予定
・農業者年金について
・農業経営上の問題、農業施策に関するご意見、ご要望をお聞きします。

月　　日 時　　間 会　　　　場 対象地区

2月12日(木) 18:30 ～ 20:00
福島公民館
２階会議室

福島地区

2月13日(金) 18:30 ～ 20:00
松浦市役所鷹島支所
２階会議室

鷹島地区

2月16日(月) 18:30 ～ 20:00
今福公民館
２階講堂

今福地区

2月17日(火) 18:30 ～ 20:00 中免公民館 調川地区

2月18日(水) 18:30 ～ 20:00
御厨公民館
１階講堂

御厨地区

2月19日(木) 13:30 ～ 15:00 青島住民センター 青島地区

2月19日(木) 18:30 ～ 20:00
星鹿公民館
１階ホール

星鹿地区

2月20日(金) 18:30 ～ 20:00
上志佐コミュニティセンター
２階集会室

上志佐地区 柚木川内･田ノ平･稗木場･
長野･横辺田･笛吹･池成･赤木

2月23日(月) 18:30 ～ 20:00
松浦市役所
市民ホール

志佐地区 庄野･西山･白浜･里・浦･大浜
上高野･下高野･栢ノ木･上野
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体験型観光は農村を元気にする！
田代地区
グリーン・ツーリズム研究会

会長　岩 木 保 徳

　村に観光バスがやって来ています。お気づきでしょうか？

　高齢化や後継者不足等、農村を包む環境は決してよくあ

りません。どうにかしなければと、村興しグループを立ち

上げて早５年、年間1500人を超える観光客（修学旅行生が

主）が当地を訪れています。農村に泊まり、農業体験をし、

採った野菜で味覚体験をする。地区住民と交流をする。普段

の人情・風土・生業が

感動体験の舞台となっています。じっちゃん・ばっちゃんが

元気になり、農村の活性化、所得の向上等につながっていま

す。雇用を生み出す産業として今後とも頑張っていきます。

一緒に村を元気にしましょう!!
	 （農業委員　森　興太郎）
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認 定 農 業 者になりましょう！
　急速な高齢化の進行、農業人口の減少、それに伴う耕作放棄地の増加が進む中で、このままで
は日本農業の衰退が進む一方です。
　そこで衰退への歯止め策の一つとして、意欲と能力のある担い手の育成・確保に積極的に取り
組むため、農業経営に関する国の支援を、「認定農業者や一定の要件を満たす集落営農組織」に対
して集中的・重点的に実施されることになりました。

申請及び問い合わせ先　松浦市農林課　農林振興係　℡ 72 － 1111（内線 225）

随時、申請は農林課で受け付けております。

《認定農業者制度とは》

　経営改善に取り組むやる気と能力のある農業者が「農業経営改善計画」を作成し、そ
の計画を市の基本構想に照らして市が認定するものです。
　効率的かつ安定的な農業経営を目指す意欲のある方なら、性別、専業、兼業を問わず、
どなたでも認定が受けることができ、認定を受けると、その計画達成に向けての様々な
支援措置を受けることができます。

　（松浦市の基本構想に掲げる５年後の数値目標）

　・年間農業所得　　　320万円
　・年間労働時間　　2,000時間
　※	あくまでも目標の数値なので、現状が下回っていても構いません。要はそれに向かっ

て頑張ろうとするやる気を認定するものです。

　《主な認定農業者に対する支援措置》

　・低利資金の融資
　・税制上の特例
　・機械・施設等の整備に対する助成
　・農業者年金保険料の助成
　・担い手経営安定対策ほか

イノシシ捕獲技術向上研修会の開催について
■日　　時　　２月19日（木）午後１時～午後４時
■場　　所　　松浦市文化会館
■内　　容　　足わな・箱わなによる捕獲方法（講義・実習）
■参加対象　　わな免許所持者、免許取得予定者
■申 込 み　　２月12日（木）までに農林課にご連絡ください。
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全
国
農
業
新
聞
は
、
全
国
の
農
業
者
に
愛

読
さ
れ
る
農
業
総
合
専
門
誌
で
、
月
四
回
の

毎
週
金
曜
日
に
、
農
業
者
に
的
確
な
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
農
業
経
営
の
参
考
に
、
ま
だ
読
ん

だ
こ
と
の
な
い
方
は
、
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

購
読
料
は
、
月
六
百
円
で
す
。

　

お
申
し
込
み
は
、
地
元
農
業
委
員
ま
た
は

農
業
委
員
会
事
務
局
に
お
願
い
し
ま
す
。

	

電
話　

七
二
―
一
一
一
一
（
内
線　

二
三
二
）

農
業
経
営
の
参
考
に
！

全
国
農
業
新
聞
を
読
み
ま
し
ょ
う
。

　

新
年
金
は
『
農
業
者
だ
け
』
が
加
入
で
き

る
農
業
者
年
金
で
す
。

　

年
金
は
「
湧
き
水
」
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

ま
わ
り
の
人
が
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
の

に
、
自
分
が
も
ら
え
な
い
で
後
悔
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①�

新
制
度
の
年
金
は
、「
積
立
方
式
」
の

長
期
的
に
安
定
し
た
年
金
制
度
で
す
。

②�

国
か
ら
の
保
険
料
助
成
が
あ
る
唯
一
の

政
策
年
金
で
す
。

③�
八
十
歳
ま
で
の
保
証
が
付
い
た
終
身
年

金
で
す
。

④�

将
来
の
老
後
の
設
計
に
合
わ
せ
、
自
由

に
選
択
で
き
る
保
険
料
で
す
。

⑤�

税
制
面
で
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
措
置
が
あ

り
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
Ｊ
Ａ
か
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
加
入
手
続
き
は
Ｊ
Ａ
の
各
支
店
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。

『
農
業
者
年
金
』
で

ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
！

　

平
成
二
十
一
年
も
明
け
て
早
一
ヶ
月
。

　

昨
年
は
燃
油
価
格
高
騰
に
始
ま
り
、
年
末

に
は
世
界
的
な
金
融
危
機
と
な
り
ま
し
た
。

農
業
を
す
る
私
達
に
と
っ
て
も
大
変
厳
し
い

年
で
し
た
。

　

干
支
の
始
ま
り
の
丑
年
は
、
明
る
い
話
題

が
続
く
始
ま
り
で
も
あ
っ
て
欲
し
い
も
の
で

す
。

　

農
業
委
員
会
だ
よ
り
も
、
ま
す
ま
す
農
家

の
皆
様
に
親
し
ま
れ
、
お
役
に
立
て
る
記
事

を
考
え
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。	

（
編
集
委
員
一
同
）

編
集
後
記

　

第
４
回
県
北
地
域
和
牛
共
進
会
が
、
な
が
さ
き

西
海
農
協
平
戸
口
中
央
家
畜
市
場
で
11
月
２
日
に

開
か
れ
ま
し
た
。

　

松
浦
市
か
ら
は
10
月
３
日
に
松
浦
営
農
経
済
セ

ン
タ
ー
広
場
で
開
か
れ
た
選
考
会
で
選
ば
れ
た
15

頭
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

共
進
会
に
は
、
壱
岐
や
宇
久
の
離
島
を
含
む
同

農
協
管
内
か
ら
80
頭
が
出
品
。
審
査
員
に
よ
っ
て

発
育
な
ど
が
審
査
さ
れ
、
順
位
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
の
出
品
牛
の
上
位
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

個
人
賞

　
【
第
１
部
】

　

銀
賞
１
席　

牧
地　
　

薫
（
志
佐
・
池
成
）

　
【
第
４
部
】

　

銅
賞
２
席　

永
田　
　

博
（
福
島
・
土
谷
）

　
【
第
５
部
】

　

銀
賞
１
席　

北
野　

好
昭
（
鷹
島
・
原
）

　

銀
賞
２
席　

森　
　

二
郎
（
今
福
・
木
場
）

　

銅
賞
２
席　

土
谷　

隆
郁
（
福
島
・
浅
谷
）

第
４
回

県
北
地
域
和
牛
共
進
会
！


